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リ ’自然をたいせつ|こし戻しいまちをつくりましょう
1 きまりを守り、明るいまちをつくりましょう

1 礼儀を正しくし､うる3割,1”るま壷つくりましょう

1 元気で|動き、豐かなまちをつくりましょう

,思い鱈"繭る､迦に腫加まちをうぐ，議しふう；
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30Hに搬入され、 4月8日最初の収穫をしました。

目標本数は1,000本。

こオLまでの経過には、時間か．かかっている。会員

の沼田実さんが、 さる54年2月から自費を投じて、

休憩所の建設や、水道、 ビニールハウスを建てるな

ど積極的な努力があったからといえます。

「こオLからは、 ビニールハウスも増やし、 イモ類、

トウモロコシ、 さっきなと．の栽培もしてみたいJと

沼田実さんは意欲的に話しています。

今年は、 「国際障害者年」あなたも一度‘､萩の里”

て･ボランティア活動はいかがでしょうか…･ ･ ･。

自分たちの力で農園をつくって、花や野菜を栽培

してみよう－と、 ちえおくれなとゞの心身障害児

者父母の会（沼田うたj'･会長外24名）では、縞祉農

園“萩の里”を計画。昨年9月26日の“萩の里”連

営委員会(理事8名)で本惰的に準備を進めてきました。
この農園は、通称“ひばりの会” ともいい、下手

綱石河原にあ') 、大森真佐子さん所有の畑641m'を

借りて、切り花、野菜を栽培してきたものです。

‘‘萩の里”には、休憩所（6畳1間）やビニール

ハウス(99m")が建てられ、下君田の松本基さん寄

贈のシイタケの梢木（ほたぎ）約400本が､今年3月
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セ
ン
タ
ー
を
見

学
し
た
ん
で
す
が
、
私
た
ち
の
家
庭
か

ら
出
る
ゴ
ミ
の
扱
い
方
に
は
特
に
注
意

し
な
け
れ
ば
ｌ
と
思
い
ま
し
た
。

「
生
ゴ
ミ
は
水
を
切
っ
て
か
ら
」
「
燃

え
る
コ
ミ
と
燃
え
な
い
ゴ
ミ
を
区
別
し

て
」
「
不
法
投
棄
は
絶
対
し
な
い
」
な

ど
の
当
た
り
ま
え
の
こ
と
が
意
外
と
守

ら
れ
て
い
な
い
ん
で
す
ね
。

ま
た
、
最
近
ス
プ
レ
ー
類
の
ゴ
ミ
も

多
く
な
っ
た
よ
う
で
す
が
、
穴
を
あ
け

て
中
の
ガ
ス
を
ぬ
い
て
か
ら
拾
て
る
べ

き
で
す
ね
。
以
前
、
ス
プ
レ
ー
が
爆
発

し
て
、
係
の
方
が
ケ
ガ
を
し
た
と
聞
い

て
つ
く
づ
く
感
じ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
で
き
れ
ば
粗
大
ゴ
ミ

を
定
期
的
に
回
収
し
て
も
ら
い
た
い
で

す
ね
。

新
畑
良
子
さ
ん
（
高
萩
）
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粗
大
ゴ
ミ
ま
だ
使
え
る
も
の
も

ミ
な
ど
か
ら
汚
水
が
流
れ
だ
し
た
り
し

て
。
特
に
夏
場
は
ひ
ど
い
で
す
よ
ね
。

ゴ
ミ
の
出
し
方
に

考
を昨

年
、
「
目

で
見
る
市
政
教

室
」
に
参
加
し

て
、
北
部
衛
生

実
際
に
見
学

し
て
み
な
い
と

わ
か
ら
な
い
で

す
よ
ね
、
あ
の

苦
労
は
。
生
ゴ

高
萩
市
・
十
王
町
事
務
組

合
で
、
昨
年
二
月
か
ら
北
部

衛
生
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
に
建

設
を
進
め
て
い
た
ゴ
ミ
処
理

施
設
が
、
今
年
の
五
月
中
に

完
成
し
、
六
月
か
ら
試
運
転

に
入
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

§
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こ
の
施
設
は
、
昭
和
五
十
四
年
度
か

ら
五
十
六
年
度
ま
で
の
三
か
年
継
続
事
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、処理工程概要図

業
で
、
総
工
事
費
八
億
二
千
八
百
七
十

五
万
円
（
建
設
費
の
一
部
に
年
金
積
立

還
元
融
資
を
利
用
）
と
い
う
莫
大
な
費

用
を
か
け
て
つ
く
ら
れ
て
い
る
も
の
で

ー

温
、
、
『

－

１

１
日
開
ト
ン
の
ゴ
ミ
処
理

処
理
方
式
は
、
准
連
続
燃
焼
式
と
い

っ
て
連
続
的
に
ゴ
ミ
焼
却
が
で
き
る
機

種
で
、
｜
日
十
六
時
間
運
転
を
し
、
六

十
五
ト
ン
の
ゴ
ミ
を
焼
却
処
理
す
る
能

力
が
あ
り
ま
す
。
ゴ
ミ
の
投
入
か
ら
焼

却
、
灰
出
作
業
ま
で
の
装
置
は
、
す
べ
て
機

械
化
さ
れ
、
中
央
制
御
室
で
集
中
制
御

で
き
る
た
め
、
作
業
は
効
率
的
に
し
か

も
衛
生
的
で
安
全
管
理
も
十
分
と
い
う

こ
と
が
考
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
可
燃
性
の
粗
大
ゴ
ミ
（
廃
機
・

タ
タ
ミ
・
木
製
家
具
な
ど
）
の
破
砕
機

も
新
た
に
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

公
害
の
防
止
に

万
全
の
対
策

こ
の
施
設
の
完
成
に
よ
っ
て
、
現
在

は
も
ち
ろ
ん
昭
和
六
十
二
年
に
は
、
高

萩
市
と
十
王
町
の
推
定
処
理
人
口
の
約

五
万
四
千
人
か
ら
排
出
さ
れ
る
可
燃
ゴ

ミ
を
完
全
に
焼
却
処
理
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

ま
た
、
公
害
防
止
に
も
万
全
を
期
し

て
、
完
全
焼
却
は
も
ち
ろ
ん
、
ゴ
ミ
処

理
に
よ
る
二
次
公
害
の
防
止
に
配
慮
し

て
い
ま
す
。

近
代
的
な
施
設
を
備
え
て
お
り
ま
す
。
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生
ゴ
ミ
な
ど
は
、
な
る
べ
く
庭
に
埋

め
て
肥
料
に
す
る
な
ど
、
家
庭
で
の
協

力
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
、

可
燃
物
・
不
燃
物
の
区
分
を
き
ち
ん
と
す

る
べ
き
で
す
ね
。
新
し
い
炉
で
も
コ
ミ

が
混
入
す
る
と
こ
わ
れ
て
し
ま
う
と
思

い
ま
す
か
ら
。

捨
て
て
あ
る
粗
大
ゴ
ミ
な
ど
を
見
る

と
、
も
っ
た
い
な
い
気
が
し
ま
す
よ
。

ま
だ
使
え
る
冷
蔵
庫
や
、
洗
灌
機
が
山

積
み
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
か
ら
。

今
は
、
何
で
も
パ
ッ
ク
し
て
売
っ
て

い
ま
す
か
ら
ゴ
ミ
が
た
え
な
い
ん
で
す
。

だ
か
ら
包
装
の
簡
素
化
な
ど
も
必
要
だ

と
思
う
の
で
す
が
。

ゴ
ミ
は
指
定
日
に
、
指
定
の
ゴ
ミ
を

き
ち
ん
と
ま
と
め
て
出
し
た
い
で
す
ね
。

卦
る
こ
と
は
、
み
な
さ
ん
ご
承
知
の
と

一
お
り
た
い
へ
ん
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
お
年
寄
り
は
、
若
い
人

よ
り
病
気
に
か
か
り
や
す
く
、
ま
た
、

一
病
気
に
な
る
と
な
か
な
か
治
ら
な
い

一
の
が
普
通
で
す
。
そ
こ
で
、
当
市
の

国
保
の
な
か
で
昭
和
五
十
四
年
度
の

老
人
医
療
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

七
十
歳
以
上
の
お
年
寄
り
の
数
は

九
百
二
十
二
人
で
、
全
被
保
険
者
数

の
約
九
・
一
％
を
占
め
毎
年
増
え
つ

国
保
と

老
人
医
療

大
高
千
恵
子
さ
ん
（
安
良
川
）

日
本
人
の
平
均
寿
命
が
伸
び
て

ゴ
ミ
の
タ
訂
に
音
越
消
音
）
吸
音
購
を
順
り
付
け

施
設
全
体
を
建
屋
で
覆
う
な
ど
配
盧
が

さ
れ
て
い
ま
す
。
、

よ
り
一
層
の
協
力
を
ノ
．

空
カ
ン
、
空
ビ
ン
な
ど

規
制
値
以
下
に
除
去
さ
れ
、
き
れ
い
な

悪
臭
の
防
止
は

煙
（
ほ
と
ん
ど
水
蕪
気
）
と
な
っ
て
煙
か
な
ら
ず
分
別
し
て
か
ら

ゴ
ミ
ピ
ッ
ト
か
ら
発
生
す
る
臭
気
は
、
突
か
ら
排
出
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
新
し
い
近
代
的
な
焼
却
施

プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
上
部
の
エ
ァ
ヵ
ー
テ
排
水
の
処
理

設
だ
か
と
い
っ
て
、
ど
ん
な
ゴ
ミ
で
も

ン
と
ピ
ッ
ト
扉
に
よ
り
し
ゃ
断
さ
れ
、
燃
や
せ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
ピ
ッ
ト
内
の
臭
気
は
、
燃
焼
用
空
施
設
の
運
転
に
よ
っ
て
で
き
る
排
水
、
と
く
に
み
な
さ
ん
の
家
庭
か
ら
出

気
と
し
て
、
焼
却
炉
内
に
吸
収
さ
れ
高
生
活
系
排
水
は
、
と
も
に
再
循
環
利
用
さ
れ
る
可
燃
ゴ
ミ
の
中
に
多
い
ビ
ニ
ー

熱
分
解
さ
れ
ま
す
。
を
し
、
ゴ
ミ
ピ
ッ
ト
か
ら
て
る
汚
水
は
、
ル
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
（
ポ
リ
袋
、
ポ

そ
の
ほ
か
脱
臭
剤
の
噴
霧
装
置
も
備
炉
内
噴
霧
装
置
に
よ
っ
て
蒸
発
さ
せ
、
リ
容
器
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
な
ど
）
は

え
ら
れ
無
臭
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。
場
外
に
は
一
切
排
水
し
な
い
ク
ロ
ー
ズ
で
き
る
限
り
分
別
し
て
い
た
だ
か
な
い

ド
シ
ス
テ
ム
（
無
放
流
式
）
を
採
用
し
と
、
こ
の
施
設
の
寿
命
を
大
巾
に
短
か

排
ガ
ス
の
処
理
は

て
い
ま
す
。
く
し
、
ま
た
、
塩
化
水
素
と
い
う
有
害

排
煙
中
の
ぱ
い
じ
ん
は
電
気
集
じ
ガ
ス
が
出
て
し
ま
い
ま
す
。

ん
機
の
採
用
に
よ
り
、
ま
た
塩
化
水
素
騒
音
の
防
止

そ
の
ほ
か
に
も
、
多
く
の
空
カ
ン
、

カ
ス
は
除
去
装
置
に
よ
っ
て
、
と
も
に
施
設
の
各
種
機
器
か
ら
発
生
す
る
騒
空
ビ
ン
、
ガ
ス
ボ
ン
》
ヘ
な
ど
の
不
燃
物
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Ⅱ

つ
け
て
い
ま
す
。
均
四
万
八
千
九
百
五
十
二
円
、
お
年
国
と
県
・
市
で
そ
れ
ぞ
れ
支
払
っ
て

一
人
当
り
の
医
療
費
は
、
一
般
の
寄
り
は
、
二
十
二
万
五
千
七
百
四
十
い
ま
す
。

人
が
九
万
三
千
三
百
九
十
四
円
で
、
九
円
で
四
・
｜
倍
。
外
来
は
、
｜
般
医
療
費
が
「
ダ
ダ
」
に
な
っ
た
か
一

お
年
寄
り
は
三
十
四
万
六
千
八
百
四
の
人
平
均
三
万
八
千
六
百
三
十
九
円
、
ら
と
い
う
こ
と
で
、
日
ご
ろ
か
ら
健
一

十
九
円
と
、
一
般
の
人
に
比
べ
て
、
お
年
寄
り
は
、
十
一
万
六
千
五
百
四
康
に
注
意
し
な
い
で
、
ま
た
、
正
し
一

百
四
康
に
注
意
し
な
い
で
ま
た
、
正
し

三
・
七
一
倍
も
の
医
療
費
を
支
払
っ

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
こ
れ
を
入
院
、
外
来
別

に
み
ま
す
と
、
入
院
一
般
の
人
が
平

み
ん
な
で
守
る

お
年
寄
り
の
健
康

注
意
し
て
、
医
療
費
の
節
約
に
協
力
一

十
二
円
で
三
倍
と
な
り
ま
す
。
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。

鎚
飾
辮
飛
鱸
腓
誰
缶
一
》
餅
馴
恥
斜
富
源
弓
一

勢
り
韮
塞
国
像
手
一

一

鱒

い
受
診
を
し
ま
せ
ん
と
、
負
担
が
大
一

き
く
な
り
、
保
険
税
を
上
げ
る
原
因

④
と
な
り
ま
す
。

の

高
い
保
険
税
を
、
こ
れ
以
上
値
上
一

そ

げ
し
な
い
た
め
に
、
健
康
に
は
十
分
一

が
入
っ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
家
庭
で
確

実
に
分
別
を
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

こ
の
た
め
に
は
、
も
う
一
度
ゴ
ミ
の

出
し
方
を
考
え
、
資
源
の
再
利
用
な
ど

に
よ
る
減
量
化
を
さ
ら
に
考
え
て
ほ
し

い
も
の
で
す
。

籍鱗

伝
粗
大
ゴ
ミ
破
砕
機

伝
中
央
制
御
室

１
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「
好
き
な
方
な
ら
歌
え
る
と

思
い
ま
す
。
歌
は
体
に
も
い
い

ん
で
す
よ
。
健
康
的
で
精
神
的

に
も
プ
ラ
ス
に
な
る
し
．
・
・
・
・
単

と
語
る
若
松
健
一
（
四
十
二
歳
）

さ
ん
Ⅱ
大
和
町
。

若
松
さ
ん
は
、
高
萩
市
民
合

唱
団
の
団
長
。

団
員
は
、
現
在
男
五
名
、
女

十
五
名
の
計
二
十
名
．
合
唱
団

の
誕
生
は
、
五
十
一
年
六
月
。

当
時
は
、
団
員
四
十
名
が
い
た
。

「
混
声
合
唱
で
す
か
ら
ゞ
ハ
ラ

ン
ス
を
と
る
の
に
団
員
が
ほ
し

い
で
す
ね
。
五
～
六
十
名
ぐ
ら

零℃
爺

市民合ﾛ昌団の

団長
若松健一さ健一さ

○ニューミュージック

「八神純子サマー・コンサート」

○と き＝7月19日（日）午後3時開演

○入場料＝3，000円（全席指定）

○発売日＝5月8日 （金）からう。レイ

ガ､イドで、

○う．ロフィール＝50年

「雨の日のひとり

三
三

三

三

三

三

ごと」て､テ､ビュー

「みずいるの雨」

「ﾉぐ一ブノレタウン」

「ミスターブ､ノレ 」

などの上・ソト曲を

持-つニューミュ

ジソク界の新鋭歌

手〃

』

ん

一一==＝

穂
積
大
輔
さ
ん
（
上
手
綱
２
，
３
３
７
）

所
有
の
お
も
屋
、
前
蔵
、
長
屋
門
、
衣
裳

蔵
、
庭
園
な
ど
が
、
市
の
有
形
文
化
財

今

穂
積
家
の
お
も
屋
な
ど

市
の
有
形
文
化
財
の
指
定
に

三 ○松竹磁舞伎

三○出演者＝尾上松緑．河原崎権十郎
二＝

中村芝雀・中村雀右衛門=＝

=＝

三 中村銀迄助一尾 1-.松鶴・市
三
三 村鵺J蔵・市川左団次ほか

三○演 目＝葛の葉・お目見得口上・曾
三 我続侠御所染．太刀盗人
三

三○と き＝7月21日（火）午後1時開演
二二

三 ○入場料＝A席3，500円 B席2,500円
二＝

三 立見席1，000円
三

三 ○発売日＝5月11日 （月）からう°レイ
ニー

ニ カイドで
＝※う。レイガイド＝田所書店・仲屋書店
二＝

三 文化会館一タクト楽器・よしのや（入
二＝

三 場券の電話予約は発売日の翌日より
二＝

三 承ります-｡）
二二

入場券予約一問い合せ＝･文化会館ニー

ー

三 壷02932③7411二＝

の
指
定
に
な
り
ま
し
た
。

市
の
指
定
に
決
定
し
た
の
は
、
昨
年

の
Ⅱ
月
過
日
で
、
指
定
は
お
も
屋
の
み

で
な
く
門
、
蔵
、
庭
園
を
ふ
く
め
た
全

体
と
な
っ
て
い
ま
す
。

お
も
屋
は
、
茅
葺
で
、
寛
政
元
年
（
１

７
８
９
年
）
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
こ

の
時
代
は
、
水
戸
藩
の
郡
奉
行
か
地
方
を

支
配
し
て
い
た
時
代
で
、
穂
積
家
が
郷
土

に
任
ぜ
ら
れ
た
の
は
、
安
政
３
年
ｎ
月
。

現
在
の
お
も
屋
は
、
八
代
前
の
鈴
木
主
水

氏
の
代
の
建
物
と
さ
れ
て
い
ま
す
．

穂
積
家
に
あ
る
「
屋
敷
古
絵
図
」
に

は
、
現
状
と
変
ら
ぬ
屋
敷
全
体
の
絵
が

詳
細
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
で
は
、
保
存
を
考
え

て
、
今
後
屋
根
の
ふ
き
替
え
を
計
画
し

弱
年
度
か
ら
お
も
屋
の
茅
葺
改
修
工
事

に
入
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

第2回市民ゴルフ大会の募集

市民のみなさん「第2回高萩市民．ﾞ

ルフ大会」に参ﾉJ1]してみませんか。大

会の日どりなどは、次のとお｝）です。

○と き ： 5月31日 （日）

○ところ：高萩カントリークラブ

○参加の資格：市内に居住または、勤

務者

○競技方法： 18ホール・ ストローク

フ°レー（新ベリア方式）

Aクラス39歳未満

Bクラス40歳から54歳まで、

Cクラス 55歳以上

○申し込み方法

申し込み用紙（高萩カントリーク

ラブ､望郷ゴ.ルフクラフ、、各窓口に

用意）に、参加料3，000円を添え

て高萩市ゴルフクラブ事務局（束

本町2－75鈴木義和ざん宅＝容

③2955）に申し込みのこと。

○申し込み日と÷り：5月10日～5月25日まで．

※くわしいことは、鈴木義和さん宅へ。

÷体力づくり教室

一般の方を対･象に開設します。

○日どり ： 6月8日・10日．12日・13日．

16日・18日。20日の7日間で

‐ 午前9時30分から正午まで

○参カ日料：一人500円

○募集人員： 30名

○申し込みの日どり ： 5月20日から6

月3日まで､直接市民体育館

へお申し込みくだきい･

孝珂北高校野球大会

○5月20日から24日まで、高萩市営野

球場で､。

二

三
三

三

社
会
福
祉
大
会
が
開
か
れ
る

さ
る
４
月
９
日
、
市
文
化
会
館
で
、

「
第
８
回
高
萩
市
社
会
福
祉
大
会
」
が

開
か
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
４
７
０
名

年
々
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
社
会

福
祉
参
加
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、

今
年
は
と
く
に
「
国
際
障
害
者
年
」
で

も
あ
り
、
禍
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ

し
大
会
も
盛
「
）
し
た
。

和
気
あ
い
あ
い
一
繕
欣
叩
一
五
鉤
河
会

さ
る
４
月
岨
日
、
午
後
３
時
か
ら
高

萩
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
で
「
国
際
障
害
者
年

記
念
市
民
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ボ
ー
リ
ン
グ

大
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と

市
社
会
福
祉
協
議
会
が
主
催
し
た
も
の

で
、
体
の
不
自
由
な
方
岨
名
、
市
民
１

３
４
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
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一
Ｊ
一
吋

》
っ
て
し
ま
＆
と
一
一
一
一
口
う
。

一
耐
吋
》
》
恥
私
咋
和
《
心
》
栂

ア
習
し
て
い
る
。

ツ
「
文
化
会
館
は
音
響
が
い
い

戸
で
す
か
ら
歌
い
や
す
い
．
今
年

電
熱
啼
噂
日
砕
塞
涯
醍
縮
搾
群
排

霧
導
蕊

参
加
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
《

‐
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
が
で
き
て
、
す

ぐ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
に
参
加
し
ま
し

た
・
利
用
者
友
の
会
に
は
昨
年
四
月
に
入

会
し
て
、
現
在
は
推
進
委
員
を
し
て
い
ま

寸
舎
と
語
る
近
藤
茂
雄
（
型
歳
）
さ
ん
。

「
友
の
会
行
事
に
も
っ
と
た
く
さ
ん

ダ
ン
ス
は
健
康
に
い
い

推
進
委
員
で
活
躍
中

の
人
が
参
加
し
て
く
れ
る
と
い
い
で
す

ね
。
会
員
以
外
の
方
で
も
大
歓
迎
で
す
。

推
進
委
員
と
し
て
は
、
多
勢
の
人
が
来

て
く
れ
て
、
お
金
が
か
か
ら
な
い
行
事

と
い
う
こ
と
で
、
努
力
し
て
い
る
ん
て

す
か
・
・
：
．
ｊ
と
、
推
進
委
員
と
し
て
の

苦
労
も
多
い
よ
う
で
あ
る
。

現
在
は
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
の
会
長
と
し

て
も
活
躍
中
。

「
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
は
木
曜
日
の
午
後

６
時
か
ら
９
時
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
る
４
月
Ⅳ
日
か
ら
近
代
的
な
新

、

高
萩
警
察
署
の

新
庁
舎
が
完
成

ー

だ
れ
に
で
も

で
き
る
簡
単

な
も
の
で
す

か
ら
、
み
な

さ
ん
に
参
加

し
て
も
ら
い

た
い
で
す
ね
ば

「
趣
味
で
す
か
。
高
校
時
代
に
免
許

を
と
っ
た
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
を
し
て
い

ま
す
。
知
ら
な
い
人
と
話
し
合
え
て
楽

し
い
で
す
よ
。
そ
れ
に
ス
ポ
ー
ツ
は
何

で
も
好
き
で
す
凶

ホ
ー
ム
活
動
に
忙
し
い
近
藤
さ
ん
で

す
が
現
在
恋
人
募
集
中
と
か
。

庁
舎
と
な
っ
た
高
萩
警
察
署
が
、
業
務

を
開
始
し
ま
し
た
。

今
ま
で
の
警
察
署
の
建
物
は
、
昭
和

肥
年
に
建
て
ら
れ
た
木
造
庁
舎
で
、
老

朽
化
が
激
し
く
、
駐
車
場
な
ど
が
狭
い

と
い
う
理
由
か
ら
、
昨
年
８
月
か
ら
建

設
が
進
め
ら
れ
て
い
た
も
の
で
す
。

完
成
し
た
新
庁
舎
は
、
６
号
国
道
に

面
し
、
も
と
の
警
察
署
か
ら
少
し
北
側

で
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
三
階
建
て

の
１
，
７
５
０
平
方
メ
ー
ト
ル
“
敷
地

は
７
，
９
５
７
平
方
メ
ー
ト
ル
で
す
。

一
階
は
、
運
転
免
許
、
会
計
な
ど
の

窓
口
、
署
長
室
、
会
議
室
で
、
二
階
は
、

刑
事
課
、
交
通
課
な
ど
、
三
階
は
、
警

備
課
、
防
犯
課
、
訓
示
室
、
柔
剣
道
場

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
駐
車
場
も
約
１
４
０
台
が
置

け
る
広
い
面
積
を
と
る
な
ど
、
二
市
一

町
の
治
安
と
住
民
の
安
全
に
期
待
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

西
ド
イ
ツ
か
ら
国
際
交
流
に

西
ド
イ
ツ
か
ら
国
際
親
善
に
Ｉ
と

さ
る
４
月
妬
日
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
合

唱
団
が
訪
れ
ま
し
た
。
西
ド
イ
ツ
民
族

舞
踊
団
総
勢
、
名
の
う
ち
別
名
が
、
無

料
公
演
の
た
め
北
茨
城
市
と
当
市
を
訪

れ
た
も
の
で
、
市
役
所
を
訪
れ
た
一
行

を
市
長
も
歓
迎
。
市
文
化
会
館
で
、
市

内
中
学
校
の
全
生
徒
と
交
流
を
深
め
ま

し
た
。を

三
年
間
巾
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
お
聞
き
し
た
昔
話
は
八
百
話
に
の

込
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
進
め
て
ぼ
り
、
今
回
そ
の
中
か
ら
四
百
余
話
を

弾
ま
い
り
ま
し
た
「
高
萩
の
昔
話
選
ん
で
一
冊
の
本
と
い
た
し
ま
し
た
。

伽
と
伝
説
」
が
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。
発
刊
さ
れ
ま
し
た
本
は
、
Ａ
５
判
・

三
千
市
内
の
お
年
寄
り
三
百
余
名
四
五
○
頁
・
箱
入
り
上
製
本
・
版
画
、

ぼ
り
、
今
回
そ
の
中
か
ら
四
百
余
話
を

選
ん
で
一
冊
の
本
と
い
た
し
ま
し
た
。

発
刊
さ
れ
ま
し
た
本
は
、
Ａ
５
判
・

四
五
○
頁
・
箱
入
り
上
製
本
・
版
画
、

咽昔ぱなしと伝説帆早めに申込を
腰

ー悪口

少
林
寺
拳
法
の
演
武
祭

４
月
珀
日
、
市
文
化
会
館
で
少
林
寺

拳
法
演
武
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
高
萩
道
院
設
立
三
周
年
を

記
念
し
て
催
さ
れ
た
も
の
で
す
“

当
日
は
、
す
ば
ら
し
い
演
武
の
数
々

が
披
露
さ
れ
、
チ
ビ
ッ
子
の
熱
演
に
は

満
員
の
客
席
か
ら
、
惜
し
み
な
い
拍
手

が
送
ら
れ
ま
し
た
。

写
真
、
地
図
入
り
・
限
定
発
行
二
、
七
○

○
部
・
定
価
三
、
○
○
○
円
で
す
。

申
し
込
み
は
、
高
萩
市
大
和
町
一
’

五
高
萩
市
教
育
委
員
会
内
「
高
萩
の
昔

話
と
伝
説
」
編
集
委
員
会
事
務
局
念
③

１
１
３
１
へ
ど
、
７
ぞ
。

な
お
、
市
外
発
送
も
行
っ
て
い
ま
す
。
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』
〆
ｒ
〉
７
ノ
。
』
〉
ロ
．
叫
一

噌
弓
凸
、
巨
膠
や
自
今
吟

一
障
害
者
と
と
も
に
③
一
〈
口
話
〉
口
の
動
き
を
読
み
と
る
も
の
耳
の
不
自
由
な
人
た
ち
は
、
そ
う
で

一
で
す
が
、
正
面
か
ら
口
を
や
や
大
き
く
な
い
人
に
比
べ
て
、
生
活
上
の
不
便
が

ｒ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
Ｉ
ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
Ｌ
く
開
い
て
、
は
っ
き
り
、
そ
し
て
ゆ
っ
多
い
こ
と
は
い
ま
さ
ら
言
う
ま
で
も
あ

需
耳
の
不
自
由
な
人
と
い
う
だ
け
で
、
く
り
話
し
て
く
だ
さ
い
。
り
ま
せ
ん
。

話
し
か
け
る
の
を
や
め
て
し
ま
う
方
も
ま
た
「
た
ば
こ
」
「
た
ま
ご
」
な
ど
、
目
覚
ま
し
時
計
が
役
に
立
た
な
い
た

い
る
よ
う
で
す
。
し
か
し
耳
の
不
自
ま
ぎ
ら
わ
し
い
口
の
動
き
を
す
る
言
葉
め
に
朝
寝
坊
を
し
て
し
ま
っ
た
り
、
病

由
な
人
に
は
、
話
し
好
き
な
人
が
多
い
は
、
ゼ
ス
チ
ァ
ー
を
交
え
る
と
よ
い
で
気
で
会
社
を
休
む
こ
と
に
な
っ
て
も
連

で
す
か
ら
、
ま
ず
あ
な
た
の
方
か
ら
心
、
》
，
・
●
．
．
．
．
、
・
・
．
．
、
．
●
側
．
．
：
絡
の
と
り
ょ
う
が
な
ｆ
無
断
欠
勤
に
な

を
開
い
て
接
し
て
み
て
く
だ
さ
い
．
》
耳
の
不
自
由
な
人
蕊
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
ま
た
近
く
て
火
災

、

耳
が
不
自
由
と
い
っ
て
も
、
聴
力
が
織
蕊
議
蕊
蕊
蕊
綴
蕊
蕊
瀞
篭
』
‐

が
起
き
て
も
消
防
車
の
サ
イ
レ
ン
や
人

弱
い
た
め
に
声
や
音
が
よ
く
き
き
と
れ
声
か
き
こ
え
な
い
た
め
に
、
全
く
気
が

な
い
難
聴
の
人
か
ら
、
全
く
き
こ
え
な
い
ろ
い
ろ
あ
る
。

つ
か
な
か
っ
た
り
…
…

い
人
ま
で
栓
度
の
差
は
い
ろ
い
ろ
で
す
。
こ
の
よ
う
な
、
不
便
で
時
に
は
危
険

話
し
合
い
の
方
法

事
故
や
炳
気
で
ｕ
が
不
川
山
に
な
っ
を
伴
う
生
斫
の
中
で
、
川
の
不
自
由
な

た
人
は
話
せ
ま
す
が
、
生
ま
れ
つ
き
障
し
よ
う
。
人
た
ち
は
、
た
と
え
ば
目
覚
ま
し
時
計

害
の
あ
る
人
は
言
葉
か
不
自
由
で
す
。
〈
手
話
〉
手
ま
ね
や
身
ぶ
り
に
よ
る
も
の
代
わ
り
に
扇
風
機
を
用
い
、
タ
イ
ム

話
し
か
け
る
と
き
は
、
正
面
か
ら
顔
の
で
す
が
、
話
し
合
い
が
人
間
関
係
を
ス
イ
ッ
チ
を
セ
ッ
ト
し
て
風
で
起
床
時

を
見
合
わ
せ
る
よ
う
に
し
て
、
口
も
と
か
深
め
る
大
き
な
要
素
の
一
つ
で
あ
る
こ
間
を
知
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
こ

相
手
に
よ
く
見
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
と
か
ら
も
、
機
会
を
見
つ
け
て
手
話
識
ら
し
て
い
ま
す
。

が
肝
心
で
す
。
そ
し
て
、
思
い
や
り
の
習
会
な
ど
に
参
加
し
た
い
も
の
で
す
ね
。
近
く
に
住
む
わ
た
し
た
ち
が
ふ
だ
ん

あ
る
言
葉
遣
い
と
と
も
に
、
で
き
る
だ
〈
筆
記
〉
い
わ
ゆ
る
筆
談
で
す
が
、
で
か
ら
親
し
く
し
て
い
れ
ば
、
こ
う
し
た

け
わ
か
り
や
す
い
表
現
を
用
い
ま
し
よ
き
る
だ
け
わ
か
り
や
す
い
文
章
を
用
い
生
活
の
不
便
も
解
消
さ
れ
る
こ
と
で
し

ぅ
。
ま
し
よ
う
。
多
少
時
間
が
か
く
）
ま
す
よ
う
。

､ﾊc"1

神長新一さん

行政相談委員に

難
行政相談委貝は、 [|1の行政全般に

ついて皆さんがお持ちの苦情や要望

意見などを聞いて、その改善を図る

ことを任務としております。

伸長新一行政相談委員は、市内1約

名1394番地にお住まいで電話は②37

73番て､す。

苦惜や相談･意見をお持ちの方は、

気概にお申し出〈た、さい。取扱いは

無料ですし､秘密は厳守いたします。

P行政札|談日

"11第2 ･第4木IW旧午後1時

から4時まで市役所市民相談室

会
話
の
方
法
に
は
、
次
の
よ
う
な
も
が
、
正
確
で
す
．

～
！
！
幽

一
の
が
あ
り
ま
す
。
楽
１
糸
米

県政モニターに

村田恭一さん

県政モニターは、

県民と県政の橋渡し

をする役割で、県の

施策に対する意見や

要望などを提言しま

嚇鍛

す
′･

モニターは、村田恭一さん（高浜

町3-101海岸アパート5 202)電

話③7623です｡ ．

ヤ

は
じ
め
て
飛
来
し
て
か
ら
野
鳥
に
な
っ
黒
色
で
、
の
ど
、
胸
、
背
の
一
部
が
白

て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
色
で
あ
る
。
空
中
生
活
に
適
応
し
て
す

い
ま
ま
で
北
限
と
さ
れ
て
い
た
の
は
、
ば
し
こ
ぐ
、
飛
び
方
も
早
い
．

千
葉
県
勝
浦
市
で
、
こ
ん
ど
、
本
県
内
分
布
は
局
地
的
と
い
わ
れ
、
繁
殖
地

で
は
じ
め
て
そ
の
生
息
が
実
証
さ
れ
た
調
査
二
九
七
八
年
）
の
結
果
は
、
全

わ
け
で
あ
る
。
国
で
九
ヶ
所
だ
け
だ
っ
た
。

高
萩
地
方
で
は
、
ツ
バ
メ
を
た
い
せ

野
鳥
分
布
図
書
き
か
え

つ
に
す
る
。
彼
女
達
が
南
の
国
か
ら
や

こ
の
野
鳥
は
、
普
通
、
イ
ワ
シ
“
ハ
メ
っ
て
く
る
こ
ろ
に
な
る
と
、
う
ち
の
軒

や
、
コ
シ
ア
カ
ヅ
ー
ハ
メ
の
巣
を
拝
借
し
下
へ
早
く
巣
を
つ
く
っ
て
く
れ
な
い
か

て
住
ん
で
い
る
。
市
内
で
も
、
本
町
の
な
と
、
そ
わ
そ
わ
す
る
ほ
ど
で
あ
る
。

本
市
が
ヒ
メ
ア

・
マ
ッ
バ
メ
の
全
国

～

⑳
Yや:祭

市
内
で
め
ず
ら
し
い
ヅ
電
報
電
話
局
軒
下
の
コ
シ
ア
ヵ
ヅ
バ
メ

バ
メ
か
見
つ
か
っ
た
。
本
の
巣
に
、
六
羽
越
冬
し
て
い
た
。

県
で
は
い
な
い
と
さ
れ
て
二
月
四
日
、
改
修
工
事
で
見
つ
け
、

い
た
ヒ
メ
ア
マ
ッ
バ
メ
が
、
内
三
羽
は
逃
げ
た
が
、
残
り
の
三
羽
は

市
内
に
住
ん
で
い
た
の
で
栄
養
失
調
状
態
で
、
飛
ぶ
こ
と
が
出
来

あ
る
。
な
か
っ
た
。
親
切
な
工
事
の
人
が
、
す

こ
の
野
鳥
は
、
い
ま
よ
ぐ
、
か
み
ね
動
物
園
へ
届
け
た
が
、
者

り
十
六
年
前
こ
ろ
か
ら
、
護
の
か
い
も
な
く
死
ん
で
し
ま
っ
た
。

小
川
原
よ
り
西
日
本
の
あ
ヒ
メ
ア
マ
ヅ
バ
メ
は
、
大
き
さ
は
普

た
た
か
い
海
岸
近
く
に
、
通
の
シ
、
ハ
メ
に
似
て
い
る
が
、
腹
が
緑

､一

ヒ
メ
ア
マ
ヅ
バ
メ
発
見

‐
且
■
■
■
■
手
ｊ
ハ
ブ
〆
、
｝
‐

（
高
萩
市
自
然

ヒ
メ
ア
マ
ッ
ゞ
ハ
メ
を
愛
す
る
友
の

今
云
）

第
十
番
目
の
繁
殖

地
に
な
っ
て
く
れ

た
ら
、
ど
ん
な
に

す
ば
ら
し
い
こ
と

含
一
Ｉ
ヘ
ノ
ｑ
心
Ｉ
ノ
。

(6)
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」
と
み
え
る
。
「
宮
田
す
わ
う
」
は
宮

５和
田
周
防
と
い
う
人
物
で
あ
ろ
う
。
「
匠

昭
船
の
法
名
か
ら
考
え
る
と
、
船
作
り

↑
の
番
匠
、
つ
ま
り
船
大
工
と
思
わ
れ
る
。

文
禄
四
年
（
一
五
九
五
）
の
「
岩
城

領
小
物
成
目
録
」
（
岩
城
氏
領
内
の
雑

天
文
八
年
（
一
九
三
九
）
の
過
去
帳

膿
「
匠
船
宮
田
す
わ
う
、
六
、
七

…

蕊
一
」

減､“、
鋤q歴史

蕊蕊

）

協
力
あ
り
が
と
う

優
良
組
合
、
功
労
者
な
ど
表
彰

篭 鵜

赤浜妙法寺過去帳

（五十五）

志田諄－

》

ザ

分
類
さ
れ
、
「
大
船
」
平
潟
村
三
艘
、

関
本
内
下
ノ
村
二
艘
。
「
小
船
」
足
洗

村
二
艘
。
「
猟
船
」
磯
原
村
五
艘
、
平

さ
る
四
月
二
十
日
、
市
中
央
公
民
館

で
納
税
貯
蓄
組
合
長
大
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。
出
席
し
た
の
は
百
七
十
二
組
合
。

こ
の
大
会
は
、
日
ご
ろ
納
税
に
ご
協

力
を
い
た
だ
い
て
い
る
組
合
長
さ
ん
を

招
き
、
毎
年
一
回
開
か
れ
て
い
る
も
の

で
す
。

》
一納

税
組
合
は
、
国
民
の
義
務
で
あ
る

税
金
を
滞
納
を
し
な
い
で
、
納
期
内
納

付
を
た
て
ま
え
と
し
て
、
収
納
成
績
が

向
上
す
る
よ
う
奨
励
し
て
い
ま
す
。

昨
年
十
二
月
末
日
現
在
の
納
税
貯
蓄

組
合
の
状
況
は
、
組
合
総
数
が
百
九
十

九
、
組
合
員
総
数
は
五
千
八
百
八
十

年
貢
高
」
に
は
、
岩
城
領
多
珂
郡
内
の

船
の
種
類
と
数
が
記
さ
れ
て
い
る
。
大

船
、
小
船
、
猟
（
漁
）
船
、
丸
木
船
に

輔
剰
創
矧
則

｢七十一番歌合」にみえる浦人

ま
す
。こ

の
大
会
の
席
上
、
次
の
優
良
な
組

合
十
五
団
体
、
納
税
功
労
者
十
名
に
、

そ
れ
ぞ
れ
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

表
彰
さ
れ
た
団
体
、
功
労
者
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

▽
優
良
納
税
貯
蓄
組
合
（
団
体
）

北
町
三
西
、
本
町
通
、
肥
前
山
一
、

安
良
川
十
西
、
秋
山
上
一
、
坂
佐
久
保
、

秋
山
中
西
、
赤
浜
南
、
北
久
保
、
川
側

新
組
、
馬
場
、
関
ｕ
実
行
、
烏
曽
根
、

下
君
田
第
一
、
川
平
、
以
上
１
血
団
体
。

▽
納
税
貯
蓄
組
合
功
労
者

児
玉
正
治
（
仲
町
三
）
、
佐
藤
健
雄

（
市
役
所
）
、
益
子
泰
治
（
安
良
川
九

束
）
、
風
際
大
正
（
さ
ざ
な
み
）
、
志

賀
昭
典
（
束
本
町
一
の
五
）
、
大
森
嘉

三

三

一

一

三

三

三

三

三

一

三

三

三

三

一

三

三

一

三

一

三

一

三

三

一

一

三

一

三

一

三

一

三

三

三

三

一

三

三

一

二

毘

潟
村
十
艘
、
大
津
村
六
艘
、
高
戸
村
九
川

艘
、
関
本
内
下
ノ
村
一
艘
。
「
丸
木
船
」
川

平
潟
村
七
艘
、
大
津
村
七
艘
。
計
五
十
Ⅷ

二
艘
の
船
が
登
録
さ
れ
、
十
四
貰
四
Ⅲ

百
文
の
課
税
が
な
さ
れ
て
い
る
。
Ⅱ

大
船
は
外
洋
航
海
の
で
き
る
物
資
輪
Ⅲ

送
船
で
あ
ろ
う
。
小
船
も
沿
岸
の
物
資
Ⅲ

輸
送
に
従
事
す
る
船
と
思
わ
れ
る
。
川

猟
船
、
丸
木
船
は
沿
岸
漁
業
の
船
で
あ
Ⅲ

る
・
平
潟
は
中
世
か
ら
海
上
交
通
の
中
叩

心
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
高
川

戸
村
も
「
泊
り
」
（
港
）
で
あ
り
、
猟
船
九
川

艘
が
活
躍
す
る
漁
港
で
も
あ
っ
た
。
川

船
大
工
宮
田
周
防
は
、
こ
の
よ
う
な
川

船
の
建
造
に
従
事
し
た
技
術
者
で
あ
‐

ろ
ミ
フ
。

四
人
で
、
組
合
総
世
帯
数
三
千
百
十

三
が
納
税
貯
蓄
組
合
に
加
入
し
て
い

国
民
年
金
制
度
に
は
、
経
済
的
な
理

由
な
ど
で
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
か
ど

う
し
て
も
で
き
な
い
人
に
対
し
て
、
保

険
料
納
付
を
免
除
す
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。

免
除
手
続
き
は
、
七
月
末
日
ま
で
に

市
役
所
の
国
民
年
金
係
に
免
除
申
請
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
基
準
に
該
当

す
る
人
は
、
四
月
分
か
ら
一
年
間
保
険

料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
八
月
以
降
に
保
険
料
納
付
が

困
難
と
な
っ
た
方
は
、
そ
の
時
点
で
免

除
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
そ

の
場
合
は
直
近
の
基
準
月
（
七
月
・
十

和
！
ｊ
１
ｌ
ｊ
１
４
！
／
ｊ
、
く
ｆ
〃
、
く
ｒ
ノ
う
ぐ
／
、
く
‐
ｆ
７
１
く
Ｊ
１
～
，
、
‐
て
ノ
，
§
ｆ
ノ
ー

弓
社
会
保
険
事
務
所
の

新
庁
舎
が
完
成

舎
釦
趣
碓
唯
瞬
嫉
嶢
畷
討
”
新
読
Ｅ

月
か
ら
業
務
が
始
ま
り
ま
し
た
。
一

住
所
は
、
日
立
市
幸
町
二
丁
目
一く

ま
宝
ｌ
と

光
（
石
河
原
苧
磐
東
組
）
、
鈴
木
幸
内

二
一

（
宿
上
）
、
横
山
酉
二
郎
（
高
浜
町
二
、

宇
佐
美
忠
（
安
良
川
六
西
）
、
角
出
秋

夫
（
東
雲
）
、
以
上
十
名
。

経
済
的
な
理
由
で
蕊

国
民
年
金
の
保
険
料

免
除
申
請
も
で
き
る

社
会
福
祉
の
た
め
に

○
渡
辺
博
さ
ん
ｌ
博
順
会
病
院

二
○
○
、
○
○
○
円

○
佐
相
伊
太
郎
さ
ん
ｌ
春
日
町

三
、
○
○
○
円

○
大
高
裕
司
さ
ん
ｌ
島
名

一
○
○
、
○
○
○
円

寄
贈

○
沼
田
俊
也
さ
ん
ｌ
東
京
都
太
田
区

市
立
図
書
館
（
予
定
）
図
書
に

一
、
図
書
費
五
○
○
、
○
○
○
円

一
、
故
沼
田
敏
治
蔵
書
の
一
部

○
田
中
晴
雄
さ
ん
１
本
町

重
要
文
化
財
本
朝
文
粋
上
下
二
巻

月
・
一
月
）
か
ら
、
保
険
料
が
免
除
さ

れ
ま
す
。

年
齢
年
金
は
二
十
五
年
以
上
保
険
料

を
納
め
た
期
間
に
応
じ
て
支
給
さ
れ
ま

す
が
、
免
除
さ
れ
た
期
間
は
年
金
額
か

ら
三
分
の
二
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
の
免
除
を
受
け
た
期
間
中
、

過
去
十
年
ま
で
は
さ
か
の
ぼ
っ
て
当
時

の
保
険
料
で
納
付
す
る
こ
と
か
で
き
ま

す
。
免
除
期
間
の
あ
る
方
に
つ
い
て
は
、

将
来
の
年
金
額
も
増
え
ま
す
の
で
、
追

納
さ
れ
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

保
険
料
を
滞
納
し
た
ま
ま
で
い
ま
す

と
な
ん
の
年
金
も
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

か
ら
、
そ
の
ま
ま
に
し
な
い
で
市
役
所

の
国
民
年
金
係
（
盆
③
２
１
１
１
内
線

２
２
４
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

偲

記
(7)
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家
内
労
働
（
内
職
）
な
ど
を
さ
れ
て

い
る
み
な
さ
ん
、
「
家
内
労
働
手
帳
」

を
お
持
ち
で
す
か
。

「
家
内
労
働
手
帳
」
は
、
家
内
労
働

者
と
委
託
者
の
間
の
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぎ
、

工
賃
支
払
い
な
ど
か
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ

れ
る
よ
う
、
委
託
条
件
を
は
っ
き
り
記

入
し
た
両
者
の
〃
契
約
書
〃
と
も
い
え

る
も
の
で
す
。

五
月
二
十
一
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で

の
十
一
日
間
は
「
家
内
労
働
旬
間
」
て

す
。
家
内
労
働
者
の
み
な
さ
ん
は
、
委

託
者
か
ら
必
ず
「
家
内
労
働
手
帳
」
の

Ｊ
ｌ
１
Ｉ
１
１
ｌ
Ⅶ
１
１
川
几
１
１
０
Ｊ
４

‐・

ｌ

０

、

ｑ

‐

ｑ

１

家
内
労
働
手
帳
で

ト
ラ
ブ
ル
を
防
ご
う

家
内
労
働
旬
間
５
月
剛
～
訓
日

交
付
を
受
け
、

仕
事
の
受
け
渡
し
や
工

賃
の
受
け
取
り
の
つ
ど
、
仕
事
の
内
容

工
賃
・
納
期
・
工
賃
支
払
い
日
な
ど
必

要
事
項
を
記
入
し
て
も
ら
い
、
記
入
さ

れ
た
事
項
を
よ
く
確
か
め
、
大
切
に
保

存
し
ま
し
ょ
う
。

み
な
さ
ん
の
お
宅
に
馬
市
、
農
耕
馬

具
、
馬
に
関
す
る
話
し
、
写
真
、
資
料

な
ど
が
残
っ
て
お
り
ま
し
た
ら
、
ご
連

三

三

三
三
三
一
一
一
一
一
三

三

三

三

三

三

三

一

一

三

三

三
一
一
一

一一

三
一
一
一
一

三

三

三

Ｅ

多
賀
畜
産
農
業
協
同
組
合
が
設
立
し

て
、
今
年
で
八
十
年
を
迎
え
ま
す
。
こ

れ
を
記
念
し
て
「
多
賀
駒
史
」
の
発
刊

が
計
画
さ
れ
、
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す

一

若葉龍ゆ

花員溪谷の国有林を、学術研究保存林として、天然記急

物|こ指定しようと、先日現地調杳をしだ。あいにくとこの

／－ ，日は悪天候で、エドヒガンもまだ咲かなかったが、溪谷に
、､-〆添った美しい自然林が三キロにわたって、指定をうけるこ
ととなった。もうこのあたりもすっかり若葉になって、山

吹きも咲き出した。 絵と文伊藤龍馬

l l I l l ⅡⅡ ⅡⅡ1 Ⅱl l l l l lⅡl l l l l l l Ⅱl l l I l l l l l l l ⅡⅡI l l l l l l l l l l l l l I l l l l l lⅡ1 1 1 1 1 1 1 1 1 l l l l l l l l l l l l l l l l l l l lⅡ ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' 1 l l l l l l l l l I ' ' ' ' ' ' ' 1 1 1 1 1 1 1 1 I l l l l l l l l l l l

絡
く
だ
さ
い
。
係
員
が
伺
い
ま
す
。

連
絡
先
は
、
多
賀
畜
産
農
業
協
同
組

合
（
恋
０
２
９
３
２
②
３
０
４
７
）
で
す
。

こ
の
講
座
は
、
消
費
生
活
の
基
礎
知

識
を
身
に
つ
け
て
い
た
だ
き
、
地
域
の

消
費
者
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
動
で
き
る

方
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▽
募
集
人
員
七
名
▽
市
内
居
住
者

で
、
消
費
者
問
題
に
関
心
を
も
ち
学
習

意
欲
の
あ
る
方
（
五
十
五
年
度
以
前
に

同
講
座
を
受
講
さ
れ
た
方
を
除
く
）
▽

内
容
商
品
の
表
示
と
マ
ー
ク
、
食
生

日
ご
ろ
悩
み
ご
と
や
、
心
配
ご
と
な

ど
を
お
持
ち
の
方
は
遠
慮
な
く
相
談
に

お
い
で
く
だ
さ
い
。
相
談
の
秘
密
は
固

く
守
り
ま
す
か
ら
ご
安
心
く
だ
さ
い
．

と
き
五
月
二
十
五
日
午
前
十

時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

と
こ
ろ
市
中
央
公
民
館

消
費
者
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

を
受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ら蕊せお離し 人
権
相
談
に
ど
う
ぞ

’ －5月の納税一i

軽自動車税(全期）
国民健康保険税（ 1期）
（暫定賦課）

納期限 6月1日

1
1

｣

1
1

－

体
の
不
自
由
な
方
二
・
級
ま
た
は
二

級
）
で
、
二
一
月
三
十
一
日
現
在
満
六
歳
せ

以
上
の
方
に
郵
便
ハ
ガ
キ
二
十
枚
を
無
弓

料
で
差
し
あ
げ
て
い
ま
す
。
知

ご
希
望
の
方
は
、
お
近
く
の
郵
便
局
歴

に
身
体
障
害
者
手
帳
を
↓
）
持
参
の
う
え
、
療

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
な
お
、
代
理
の
診曜

方
の
お
申
し
出
で
も
結
構
で
す
。

日

申
し
出
の
期
限
は
五
月
三
十
一
日
ま
の

で
で
す
。
月６

活
の
知
識
な
ど
、
身
近
な
消
費
者
問
題

か
テ
ー
マ
▽
受
付
期
限
五
月
三
十

一
日
ま
で
▽
申
し
込
み
先
ハ
ガ

キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
を
記

入
し
て
本
町
一
’
一
○
○
高
萩
市
役
所

経
済
部
商
工
課
へ
ど
う
ぞ
。
電
話
で
も

結
構
で
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
市
役
所

商
工
課
盆
③
２
１
１
１
内
線
２
５
９
へ

～人口と世帯～

前年比

人口 32 ，480 (-80)

自
動
車
税
は
道
路
整
備
事
業
な
ど
に

あ
て
る
重
要
受
よ
『
源
で
す
。
納
期
限
ま

体
の
不
自
由
な
方
に

ハ
ガ
キ
を
無
料
で
／
，

自
動
車
税
の
納
期
限
は

６
月
１
日
で
す

1

15 ，937 （ 72）

16， 543 （－8）

9 ，488 （－8）

56年4月1日現在）

》
市
／
Ｉ

男
女
僻

’
1

I

で
に
か
な
ら
ず
金
融
機
関
、
農
業
協
同

組
合
ま
た
は
高
萩
県
税
事
務
所
へ
納
め

て
く
だ
さ
い
。

納
税
通
知
書
は
各
自
に
郵
送
さ
れ
ま

す
か
，
万
一
届
か
な
い
方
は
高
萩
県
税

事
務
所
丑
②
２
２
２
１
ま
た
は
②
２
０

１
９
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

今
年
の
高
萩
市
民
号
は
、
館
林
茂
林
寺

と
分
福
へ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
（
群
馬
県
館

林
市
）
に
決
ま
り
ま
し
た
。

▽
と
き
十
一
月
十
五
日
（
日
）

▽
と
こ
ろ
茂
林
寺
・
上
州
の
民
謡
と

踊
り
と
菊
花
大
会
▽
費
用
は
五
、
七
○

○
円
程
度
で
す
。
（
昼
食
含
む
）
▽
募
集

人
員
は
五
○
○
名

※
募
集
期
間
な
ど
く
わ
し
い
こ
と
は

お
っ
て
市
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

今
年
の
市
民
号
は

群
馬
県
館
林
市
へ

7 日 ｜樋渡医院 大和町 (2)2202

東本町｜ (3)1711石 病 院東本町

十王医院十王町友部

全生堂医院 本 町
滝川医院 春 日町

全生堂医院

滝川医院

14日
(029332)
3266

(2)2306

(3)3100

21日

28日

21日

28日

時間は午前9時から午後4時まで

（8）



ー

篭

蕊
蕊蕊議蕊

￥# 鞭

JF#

蕊篝爽
教議ビ

篝蓑
鋸

ー

蕊
蕊

▽
さ
る
、
三
月
二
十
八
日
と
二
十
九
日

の
二
日
間
、
市
中
央
公
民
館
と
市
民
体

育
館
の
二
会
場
で
、
「
第
三
回
高
萩
市

公
民
館
ま
つ
り
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

ま
つ
り
に
は
、
約
一
、
五
○
○
人
か
参

加
、
二
日
間
と
も
盛
況
で
し
た
。

脅
みたよ.ノ

お母さんの作
ロ
叩

おばあちゃんの踊り

好評だった、公民館まつり、鐘‐霞…-.-.-……-零-参○

▽
も
う
一
つ
の
会
場
で
あ
る
市
民
体
育

館
で
は
、
館
内
半
分
を
利
用
し
、
展
示

用
の
パ
ネ
ル
を
設
け
、
手
あ
み
、
七
宝

焼
、
革
工
芸
、
絵
画
、
書
道
、
色
紙
絵
、

版
画
、
ち
ぎ
り
絵
、
園
芸
な
ど
の
コ
ー

ナ
ー
や
、
い
け
花
、
婦
人
学
級
生
の
作

品
、
リ
ボ
ン
フ
ラ
ワ
ー
な
ど
多
種
多
様

一
階
で
は
、
中
会
議
室
の
ゞ
ハ
ザ
ー
の

部
が
二
日
間
と
も
好
評
で
、
午
前
十
時

の
開
場
と
と
も
に
多
勢
の
人
が
つ
め
か

け
日
用
品
や
七
宝
焼
、
革
工
芸
な
ど
の

作
品
に
人
気
が
あ
つ
ま
り
ま
し
た
。

図
書
室
は
、
軽
食
堂
に
変
わ
り
料
理

ク
ラ
ブ
生
な
ど
が
オ
ニ
ギ
リ
、
コ
ロ
ッ

ケ
、
お
で
ん
の
献
立
に
腕
前
を
ふ
る
っ

て
来
客
に
サ
ー
ビ
ス
。
売
れ
行
き
も
よ

く
大
繁
盛
で
し
た
。

こ
の
公
民
餅
二
）
つ
り
は
、
公
民
館
ま

つ
り
実
行
委
員
会
（
宇
佐
美
一
夫
委
員

長
）
が
中
心
と
な
っ
て
準
備
を
進
め
て

き
た
も
の
で
、
日
ご
ろ
公
民
館
で
学
習

し
て
い
る
講
座
や
学
級
、
そ
し
て
ク
ラ

ブ
生
が
各
自
丹
精
こ
め
た
作
品
を
持
ち

寄
っ
て
、
一
般
市
民
の
み
な
さ
ん
に
見

て
い
た
だ
き
交
流
を
は
か
る
こ
と
を
ね

ら
い
と
し
て
い
る
も
の
で
す
。

▽
会
場
は
、
二
つ
に
分
け
ら
れ
中
央
公

民
館
で
は
、
二
階
大
会
議
室
で
お
年
寄

り
の
ク
ラ
ブ
で
あ
る
日
舞
、
民
謡
、
民

謡
踊
り
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
発
表
が

あ
り
、
つ
め
か
け
た
見
物
客
か
ら
熱
演
す

る
お
年
寄
り
に
拍
手
が
送
ら
れ
大
変
好

評
で
し
た
。
二
十
九
日
に
は
、
二
階
の

和
室
で
茶
道
か
行
わ
れ
、
香
り
の
あ
る

一
ぷ
く
の
お
茶
を
あ
じ
わ
っ
て
い
ま
し

た

図書室だより

中央公民館の図書室には、年々本も増え、現

在一般図書10， 100冊、児童図書5 ，200

冊の計15， 300冊があります。

図書室では、みなさんの利用をお待ちしてい

ます。本の貸し出しは、 1人2週間以内で5冊

まで、市内に居住または通勤、通学している方

ならどなたでも借りられます。お気軽にご利用

ください。

の
作
舳
が
陳
列
さ
れ
、
力
作
の
展
示
に

感
心
し
て
い
ま
し
た
。

▽
余
暇
と
教
養
の
場
と
し
て
の
公
民

館
活
動
も
、
講
座
や
学
級
、
ク
ラ
ブ
な

ど
年
々
増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

初
心
者
を
対
象
に
し
た
、
講
座
な
ど
は
、

一
～
二
年
ぐ
ら
い
の
学
習
か
ら
、
自
主

的
な
ク
ラ
ブ
の
加
入
と
し
て
、
文
化
活

動
の
参
加
と
な
る
わ
け
で
す
。

現
在
、
公
民
館
の
自
主
ク
ラ
ブ
は
、

お
年
寄
り
が
十
ク
ラ
ブ
、
そ
の
ほ
か
、

手
芸
や
華
道
、
料
理
な
ど
二
十
九
の
ク

ラ
ブ
八
五
○
人
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

▽
三
回
目
を
迎
え
た
公
民
館
ま
つ
り
も

発
表
、
展
示
な
ど
内
容
が
充
実
し
、
昨

年
よ
り
は
前
進
し
た
ま
つ
り
だ
っ
た
と

い
え
ま
す
。
さ
ら
に
、
素
人
が
精
一
杯

努
力
し
た
日
ご
ろ
の
実
習
、
学
習
の
成

果
が
文
化
の
川
上
に
も
大
い
に
役
だ
っ

て
い
る
こ
と
で
し
よ
、
７
。

(9)



などは、各自負担になります。

▽申し込み者が定員をこえた場合は、

中央公民館が抽せんを行い決定しま

す。

▽講座については、初心者を対象と

、 します。

▽受講者が決定しましたら、申し込

み者全員に後日通知することになっ

ています。

▽電話での申し込みは受け付けいた

しません。

○くわしいことは、市中央公民館（電

③1125)へお問い合わせください。

ﾂ窪昭和56年5月6日市報たかはぎ第254号 幸
々、

公民館で学級･講座生を募集
余暇を上手に生かして趣味や教養を 30分から午後5時まで（土曜は正午

身につける各種の講座なとゞに参加して まで、 日曜日は受け付けません｡）
みませんか。 ○申し込みの方法

中央公民館では、 56年度の学級・講 ▽下記の申し込み言により直接中央
座生を次により募集しますので、 ご希 一公民館へ申し込んでください。

望の方は、好きなコースを選んでお申 ▽10から15番までは、一人につき一

し込みください。 講座とし、二つの申し込みはできま

○申し込みの日どI) 5月15日 （金) せん。

から5月23日 （土） まで、午前8時 ▽受講料は無料ですが、実習材料費

中央公民館が開設する学級・講座

|ゞ ．鷲講 ‘m 内 容

人筑波大・茨城大 市民として､また成人者として広い視野と

50 他有名講師 豊かな教養を深める。
メ
50

数
間

回
時

期 間
番号 学級・講座名

曜 日

‘ 『h民大学講塵鳥削里臓

， 中央家庭教育学級雛盟I’
6月～2月

〆3 婦 人 学 級第，火曜

学級・講座名

市民大学講座1

中央家庭教育学級
2

L

莚

対象者

’一鱗成人
月 2回

午後2時～4時
中央公民館

各専門講師|#籍髭諾蕊誼難鈴)罰小・中・高
校生を

持つ親

月 2回

午後2時～4時

月 1回

午前9時30分～11時30分

』
Ⅱ0】

○ り方を考える．

一般嫡人 ：， 各専門講師 囎羅蠕蕊評を深め､ よ
市内に居住

する60歳 ” 各専門講緬蕊鰻職懇蝋?学習
以上の方 ’1

和，

綴| §月‐ﾖ月 月 ‘回午前9時～12時

』

｜
知

‘ ｜老 人 学
5 青 年 教

6 読み聞かせ・話L

7 レクリェーンョ

？肉

6

車の整備・コーヒ の入れ方・ 日常生活
の交際術なと’を学びながら青年同志の交

勤労青少年

ホ－ムヨ ョ。 ‐職青銅，' 各喜騨遥菅蕊鱗酔ぴ鈴堵年鑑誌午後1時～3時

月 ’回 一般婦人 ”筌域麓郎謝蕊麓蟹読み聞かせや午後1時30分～3時30分

月 ,回 一般市民 ，， ,悪琴師籔獅鞭動霞難鰡午後2時～4時

月 2回

午後Ⅱ時30分-3時30分 一般市f@ $' |伊藤竜馬風景静物人物画の基礎から美穂指導。

一般婦ノ

室鮴盟曜

埼鍵室鮓規,騰

,講座景副星曜

座鮴騨畷

中央公民館

勤労青少年

ホ－ム

中央公民館
講8 絵 画

月 4回

午後6時～8時

月 4回

午前9時30分～11時30分

月 2回

午後1時30分～3時30分

月 2回

午後1時30分～3時30分

, 鬮 繧 誰 哩晶庵覗雌

Ⅲ 書 道 講 座難蔚職

!‘ リボンフラワ講座蝋:県曜

'， 革工芸講座鮴謂嶬

講10 ｜書 道

リボンーフラワ 講座11

12

一職市凝 ，’ |詞 喜次基本…ぴ布萄と実戦指導。 〃
一般市鬮3, 笠谷喜之助書…基本から （初 級} 〃

一般市民

30

の基礎から創作まての基礎か部憲子 リボンフラワ

藤シズエレザークラフトの製作

大、一般婦人’ 20

一般婦人 20 (オ

○咄|扉 月 2回

午前9時30分～11時30分

月 2回

午前9時30分～11時30分

《 リ教室 晶鯛:曜

焼講座 轍:鼎曜

一般婦人｜ 別小池 貞 ホームメ ドのお菓子のいろいろ
〃

ー

ﾝグ・ネクタ ’ 〃装飾品（プローチ

イピン等）め製作
一般婦人| 20 長谷川利典七 宝14

刺しゅう）の基本｜ ハ手芸（フエル|､手芸

から作品の製作まで。
月 2回

'‘ 手 芸 溝 座鮴絹曜午後’峰30分-3時30分一般婦人 ヨ， 水島芳了
小・中学校先生

16 少年サマースクール 7月28日～30日 2泊3 日 市内中学生 50 レク指導員 自然に親し…÷ら…鍛錬し…|雛の家志の交流を深める。

き り と り せん - --- --
＝

申 込 書
受付 H 日受付番号

希望する
学級・講座名
希望する
学級・講座名’'州! '年締｜ 住 所 連絡先（電話） 職 業|キ

ルハ国 名 ‘糊’

’

｜I


